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数
年
来
学
界
に
お
い
て
は
、
戦
国
大
名
研
究
の
停
滞
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
大
友
氏
に
つ
い
て
は
、
基
礎
史
料
の
編
集
・

校
一
訂
。
刊
行
が
着
実
に
進
め
ら
れ
－
応
の
完
成
を
み
て
い
る
。
こ

の
大
事
業
の
進
展
は
、
大
友
氏
研
究
の
深
化
の
上
に
効
果
を
示
し

表
記
の
「
大
友
氏
家
臣
団
」
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
労
作
を
承

る
に
至
っ
た
。
小
稿
も
当
然
こ
れ
ら
研
究
史
を
基
盤
に
し
て
進
め

ら
れ
る
。
諸
成
果
を
要
約
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

大
友
氏
の
家
臣
団
の
直
臣
団
中
最
上
部
に
位
し
、
中
枢
的
役
割

を
果
し
た
も
の
は
加
判
衆
（
宿
老
・
年
寄
）
で
、
六
人
よ
り
成

り
内
三
名
を
同
紋
衆
、
他
を
国
衆
お
よ
び
新
参
衆
の
中
か
ら
加

え
、
一
種
の
評
定
衆
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
内
一
名
乃
至

二
名
は
豊
後
に
在
国
せ
ず
筑
後
の
代
官
と
し
て
任
地
に
あ
る
左
常

法
政
史
学
第
一
五
号

大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察

Ｉ
加
判
衆
考
察
の
問
題
点
Ｉ

と
し
た
。
か
か
る
家
臣
団
の
形
成
は
、
大
友
義
長
ｌ
義
鑑
ｌ
義
鎮

代
に
か
け
て
行
な
わ
れ
、
義
鎮
代
に
は
郷
村
の
土
豪
上
層
農
民
を

個
々
に
被
官
化
・
与
力
化
す
る
個
別
的
把
握
方
式
を
と
っ
て
深
化

さ
れ
て
い
っ
た
。
か
か
る
方
式
の
一
典
型
と
し
て
は
、
国
東
半
島

を
根
拠
と
し
た
大
友
庶
家
田
原
氏
が
、
惣
領
大
友
か
ら
分
離
し
て

ゆ
き
つ
つ
も
、
結
局
は
天
正
八
二
五
八
○
）
年
田
原
親
貫
が
大

友
義
鎮
に
減
さ
れ
、
そ
の
跡
に
義
統
の
弟
新
九
郎
親
家
を
継
が
し

め
、
田
原
親
家
の
も
と
に
年
寄
衆
乃
至
直
臣
団
が
成
立
し
た
事
実

が
あ
る
。

地
域
的
領
主
層
把
握
の
実
例
と
し
て
、
田
原
氏
は
し
ば
し
ば
採

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
田
原
氏
な
ど
は
系
譜
的
に
は
同
紋
衆
で

あ
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
強
大
な
国
衆
で
あ
り
、
外
山
幹
夫
氏
の

指
摘
す
る
ご
と
く
、
小
大
名
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

田
原
氏
の
家
臣
団
の
中
に
は
、
津
崎
・
森
。
竹
田
津
な
ど
在
地

芥

川

四
一

一
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男
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土
豪
層
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
田
原
氏
の
加
判
衆
に
く
ゑ
入
れ
て

い
る
の
で
あ
る
（
１
）
。

か
く
し
て
大
友
義
鎮
代
に
は
家
臣
団
構
成
の
充
実
を
承
る
の
で

あ
る
が
、
一
方
直
臣
団
の
内
部
に
は
、
不
断
に
他
門
衆
が
一
族
同

紋
衆
に
肩
を
並
べ
よ
う
と
す
る
動
き
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
動
揺
は
、
義
鎮
ｌ
義
統
の
推
移
過
程
が
最
も
激
し
い
よ
う
で
、

義
鎮
の
キ
リ
ス
ト
教
受
洗
は
そ
の
一
大
要
因
を
な
し
た
も
の
の
ご

と
く
で
あ
る
。
そ
し
て
島
津
氏
の
攻
勢
に
敗
れ
て
か
ら
は
、
天
正

十
四
（
一
五
八
六
）
年
に
義
鎮
の
秀
吉
救
援
要
請
の
た
め
の
上
洛

と
な
り
、
秀
吉
の
九
州
征
伐
誘
導
の
一
因
を
な
し
、
衰
退
の
一
路

を
た
ど
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

か
か
る
直
臣
団
の
変
遷
の
中
で
、
文
書
に
加
判
・
連
署
さ
れ
て

い
る
者
、
つ
ま
り
家
老
・
老
中
・
宿
老
と
呼
ば
れ
る
者
に
つ
い
て

「
奉
行
人
」
と
い
う
観
点
か
ら
着
目
し
て
ゆ
く
と
、
㈹
文
明
・
長

亭
。
延
徳
・
明
応
年
間
に
あ
っ
て
は
、
連
署
者
は
四
名
’
六
名
の

型
を
と
り
、
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
Ⅲ
大
友
家
に
関
す
る
事
件
の

発
生
、
②
対
象
身
分
の
高
低
、
、
再
度
の
命
を
受
け
泰
ず
る
場
合

等
の
理
由
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
、
②
文
亀
・
永
正
年
間

に
あ
っ
て
は
、
連
署
者
は
三
名
’
五
名
の
型
を
と
り
、
し
か
も
そ

れ
は
不
規
則
に
変
化
す
る
。
そ
の
変
化
の
過
程
で
着
目
す
ぺ
ぎ
こ

と
は
、
朽
網
親
満
の
乱
を
契
機
に
し
て
、
国
衆
の
力
を
抑
え
て
同

紋
衆
が
中
心
勢
力
と
し
て
台
頭
す
る
事
実
で
あ
る
。
③
大
永
・
享

大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
芥
川
）

禄
年
間
で
は
、
三
人
’
四
人
の
型
を
と
り
、
前
代
に
比
し
て
同
紋

衆
の
力
は
さ
ら
に
増
大
す
る
傾
向
を
と
り
、
佐
伯
惟
治
の
乱
は
そ

の
傾
向
を
助
長
す
る
。
側
天
文
・
弘
治
年
間
に
お
い
て
は
、
同
紋

衆
と
国
衆
の
比
は
、
明
応
ｌ
永
正
年
間
の
逆
に
ひ
と
し
く
た
り
、

同
紋
衆
の
勢
力
は
圧
倒
的
と
な
る
。
連
署
は
三
人
’
五
人
の
型
で

あ
る
。
⑤
永
禄
・
元
亀
・
天
正
年
間
で
は
、
三
名
か
ら
五
名
の
型

を
と
る
が
、
五
名
の
型
は
僅
少
に
な
り
全
体
と
し
て
は
三
名
の
型

が
多
い
傾
向
を
と
り
、
大
友
氏
の
衰
退
期
を
物
語
る
ご
と
く
で
あ

り
、
い
承
じ
く
も
大
友
氏
の
守
護
ｌ
守
護
大
名
ｌ
戦
国
大
名
ｌ
衰

退
の
側
面
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
一
方
に
お
い
て

は
、
文
書
面
か
ら
こ
れ
ら
直
臣
団
を
一
括
し
て
奉
行
人
と
し
て
の

範
震
か
ら
そ
の
変
遷
を
ト
レ
ー
ス
し
て
、
年
代
不
詳
文
書
の
年
代

比
定
を
な
す
、
と
い
う
労
作
が
生
れ
て
い
る
（
２
）
。

こ
の
場
合
文
書
の
精
査
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
変
遷
の
密
度

が
深
め
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
し
、
一
括
し
て
「
奉
行
人
」
と
し
て

把
え
る
こ
と
に
は
疑
問
が
も
た
れ
る
。
（
筆
者
の
管
見
に
入
っ
た

範
囲
で
三
十
一
例
ば
か
り
発
見
し
得
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別

の
機
会
に
発
表
し
た
い
）

以
上
今
日
ま
で
の
諸
成
果
の
要
約
を
し
た
が
、
い
ず
れ
も
上
級

家
臣
団
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
こ
れ
ら
上
級
家
臣
団
の
分
析

は
深
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
ら
家
臣
団
の
職
制
・
支
配
機
構

な
ど
の
究
明
は
今
後
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
小
論
は
か
か
る
研
究

四
一

一
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｜｜

右
に
要
約
紹
介
し
た
橋
本
操
六
氏
の
論
考
で
、
「
奉
行
人
」
と

し
て
一
括
し
て
把
え
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
ぷ
た
い
。

史
料
と
し
て
は
、
橋
本
操
六
氏
と
ほ
ぼ
同
様
、
『
大
分
県
史
料
』
第

一
部
。
第
二
部
全
十
三
巻
。
田
北
学
氏
編
『
大
友
史
料
』
第
壱
鰯

・
第
弐
輯
・
同
氏
編
『
続
大
友
史
料
』
全
六
冊
。
同
『
続
編
年
大

友
史
料
』
全
十
冊
。
『
熊
本
県
史
料
』
中
世
編
第
一
等
に
拠
り
、
家

老
ク
ラ
ス
の
人
物
が
連
署
。
加
判
し
て
い
る
文
書
を
抽
出
し
て
、

史
の
反
省
の
上
に
立
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
ゑ
る
も
の
で
あ
る
。

註
仙
外
山
幹
夫
氏
「
九
州
に
於
け
る
大
名
領
国
の
形
成
」
日
本
歴
史
第
一

○
一
号

同
氏
「
守
護
大
名
と
し
て
の
大
友
氏
の
性
格
に
つ
い
て
ｌ
家
臣
団
編

成
過
程
を
主
と
し
て
承
た
る
ｌ
」
ヒ
ス
ト
リ
ァ
第
十
八
号

杉
本
尚
雄
氏
「
中
世
後
期
の
九
州
の
状
勢
」
歴
史
教
育
第
七
巻
第
八

号桑
波
田
興
氏
「
大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
九
州
大
学

・
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
第
八
・
九
合
併
号

拙
稿
「
豊
後
大
友
氏
研
究
覚
書
ｌ
大
友
義
統
を
諌
む
る
連
署
状
案
の

分
析
ｌ
」
研
究
と
評
論
第
二
号
（
法
政
大
学
第
二
高
校
発
行
）

②
橋
本
操
六
氏
「
大
友
氏
奉
行
人
の
変
遷
と
時
代
考
証
」
豊
日
史
学
第

二
七
・
二
八
合
併
号

田
北
学
氏
編
「
続
編
年
大
友
史
料
（
六
）
」
三
六
六
号
史
料
の
編
者
註

法
政
史
学
第
一
五
号

分
析
の
対
象
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
文
書
は
、
「
大
友
氏
奉
行
人
連
署
状
案
」
、
「
大
友
氏

奉
行
人
連
署
状
」
、
「
大
友
氏
奉
行
人
連
署
奉
書
」
（
以
上
大
分
県

史
料
所
見
）
、
「
大
友
氏
重
臣
連
署
状
」
、
「
大
友
氏
老
臣
連
署
状
」

（
以
上
大
友
史
料
・
続
大
友
史
料
・
続
編
年
大
友
史
料
所
見
）
、

「
大
友
家
年
寄
連
署
奉
書
」
、
「
大
友
家
年
寄
連
署
書
状
」
（
以

上
熊
本
県
史
料
所
見
）
等
、
史
料
編
纂
者
に
よ
っ
て
文
書
分
類
の

タ
イ
ト
ル
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
古
文
書
学
的
な
形
式
名
と

し
て
の
「
連
署
状
（
案
と
、
「
連
署
奉
書
」
な
ど
は
一
貫
し
て
共

通
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
冠
す
る
称
呼
と
し
て
は
、
「
奉
行
人
」

「
重
臣
」
「
老
臣
」
「
年
寄
」
と
い
う
如
く
表
現
は
相
違
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
相
違
は
直
ち
に
問
題
に
な
る
べ
き
事
柄
で
は
な
い

が
、
学
術
用
語
の
整
理
と
い
う
観
点
か
ら
は
考
慮
さ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

さ
て
こ
こ
で
右
に
あ
げ
た
文
書
に
、
連
署
．
加
判
し
て
い
る
者

に
つ
い
て
、
い
か
な
る
称
呼
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
文
書
の
中

に
探
っ
て
ふ
よ
う
。
い
ま
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
の
糸
を
表
に
す

る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

四
四
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←

天
文
十
九
Ｃ

五
五
○
）
年

（
大
友
義
鎮
代
）

今

年
代
・

天
文
十
九
二

五
五
○
）
以
前

（
大
友
義
鑑
代

と
そ
れ
以
前
）

→

大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
芥
川
）

宿
老
中

年
寄
共

称
呼

年
寄
共
十
二
例

一
例

九
例

所
見
史
料

一鑪城贈）｜靴零．中世編・第一。
｜
・
宇
佐
中
島
文
書
一
、
（
大
分
史
。
八
・
一
一

一
九
六
頁
年
不
詳

一。東国東岐部文書二八、（大分史。一
一
○
・
一
七
二
頁
）
年
不
詳

・
同
右
三
八
、
（
同
右
一
七
六
頁
）
年
不
詳

一
・
同
右
四
一
、
（
同
右
一
七
八
頁
）
年
不
詳

一
・
同
右
四
一
一
一
、
（
同
右
同
頁
）
年
不
詳

・
同
右
四
七
、
（
同
右
一
八
○
頁
）
年
不
詳

・
東
国
東
富
来
文
書
八
、
（
大
分
史
一
○
・

’
二
三
六
頁
年
不
詳

・
続
・
編
・
大
友
史
八
、
三
一
九
、
一
四
八

頁
年
不
詳

・
同
右

一
一
三
○
、
一
四
九

頁
年
不
詳

・
同
右

三
一
一
一
一
、
一
四
九

頁
年
不
詳

・
室
原
文
書
三
、
（
熊
史
・
中
世
編
・
第
一
・

七
三
九
頁

・
統
・
編
・
大
友
史
八
、
三
一
八
、
一
四
七

頁
年
不
詳

・
北
里
文
書
三
、
（
熊
史
・
中
世
編
・
策
一
・

四
九
八
頁
）
天
文
十
九
年

・
直
入
田
尻
文
書
十
一
、
（
大
分
史
。
十
三
・

二
三
七
頁
）
天
文
二
十
三
年

天
正
七
二
五

七
九
）
年
以
降

○
年
号
の
明
ら
か
な
文
書
の
承
を
用
い
た
。

○
所
見
史
料
の
欄
で
、
熊
史
は
熊
本
県
史
料
、
大
分
史
は
大
分
県
史
料
、

大
友
史
・
壱
は
大
友
史
料
第
壱
輯
、
続
・
編
・
大
友
史
は
続
編
年
大
友

史
料
の
夫
々
略
称
で
あ
る
。

年
代<－

宿
老
衆

中年
寄
共

称
呼

例例

所
見
史
粉

・
大
友
史
。
壱
・
二
五
二
号
、
永
禄
九
年

。
大
分
徳
丸
文
書
十
六
、
（
大
分
史
。
九
・
四

○
二
頁
）
永
禄
九
年
か
？

・
大
友
史
。
壱
・
一
四
三
号
、
年
不
詳

・
宇
佐
屋
形
二
郎
文
書
二
五
、
（
大
分
史
・

二
、
三
八
○
頁
年
不
詳

・
宇
佐
広
崎
文
書
十
二
、
（
大
分
史
・
八
、

一
三
四
頁
）
年
不
詳

・
同
右
十
、
（
大
分
史
・
八
、
一
六
五
頁
）

年
不
詳

・
速
見
荒
巻
文
書
十
、
（
大
分
史
・
十
、
五

六
九
頁
）
年
不
詳

・
大
友
史
。
壱
・
二
一
一
一
号
、

天
文
二
十
三
年
と
比
定
で
き
る

・
北
里
文
書
一
五
、
（
熊
史
・
中
世
編
・
第

一
、
五
○
五
頁
）
天
正
十
三
年
か
？

・
宇
佐
薬
丸
文
書
三
九
、
（
大
分
史
・
二
、

三
一
○
頁
）
年
不
詳

・
竹
田
平
林
文
書
四
、
（
大
分
史
。
十
三
、

二
二
○
頁
）
年
不
詳

四
五
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法
政
史
学
第
一
五
号

こ
の
表
か
ら
知
り
得
る
こ
と
は
、
「
年
寄
共
」
と
い
う
表
現
は
、

大
友
義
鑑
・
大
友
義
鎮
。
大
友
義
統
三
代
の
間
に
一
貫
し
て
ふ
ら

れ
る
。
文
書
面
に
は
次
の
ご
と
く
に
記
さ
れ
て
い
る
。

川
至
肥
後
急
度
一
勢
差
出
侯
、
此
節
別
而
被
励
忠
貞
事
肝
要
侯
、
依
忠
儀

、
、
、
、
、
、
、

厚
薄
恩
賞
等
之
事
、
（
阿
蘇
）
惟
豊
可
申
談
候
、
猶
年
寄
共
可
申
侯
、
恐

を
謹
言十
一
月
四
日

義
鑑
（
花
押
）

室
原
三
河
守
殿
（
傍
点
筆
者
）
①

（
事
力
）

口
就
髪
元
之
義
、
矢
旧
年
中
行
中
書
状
利
来
、
加
被
見
、
得
其
意
候
、
対

（
阿
蘇
）

当
方
、
惟
豊
弥
可
為
御
深
重
之
由
侯
、
是
自
他
代
々
首
尾
案
中
侯
、
然

（
親
誠
）

者
入
田
親
子
共
外
彼
寄
合
之
者
共
、
加
南
郷
罷
越
之
由
侯
、
幸
之
儀

候
、
此
節
惟
豊
厳
重
被
加
下
知
、
悉
於
被
討
留
候
、
永
代
不
易
可
申

（
北
里
）

談
候
、
此
等
之
儀
、
以
兼
義
入
魂
、
任
所
存
候
者
、
領
知
之
事
、
一
段

、
、
、
、
、
、
、

可
加
扶
助
候
、
猶
年
寄
共
可
申
侯
、
恐
々
謹
一
一
二
百

（
天
文
十
九
年
）

三
月
八
日

義
鎮

北
里
加
賀
守
殿
（
傍
点
筆
者
）
②

Ⅲ
今
度
小
国
表
無
実
所
成
立
、
不
及
是
非
侯
、
然
者
親
生
事
、
以
順
路
之

覚
悟
出
頭
、
感
悦
無
極
侯
、
既
被
顕
心
底
侯
上
着
、
毛
頭
不
可
有
別
儀

之
条
、
急
速
一
行
可
預
馳
走
事
肝
要
侯
、
価
家
督
之
事
、
親
生
以
連
続
、

親
類
家
中
之
人
等
被
申
進
、
此
節
可
被
励
懇
忠
事
、
専
一
侯
、
於
子
今

、
、
、
、
、
、
、

者
、
親
定
事
茂
可
為
同
意
哉
之
条
、
熟
談
専
要
侯
、
猶
年
寄
共
可
申
侯
、

恐
之
謹
言
、

四
六

（
天
正
十
三
年
力
）

十
二
月
十
日

義
統

北
里
次
郎
左
衛
門
尉
殿
（
傍
点
筆
者
）
③

右
に
ゑ
る
ご
と
く
、
い
ず
れ
も
「
猶
年
寄
共
可
申
候
恐
々
謹

言
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
書
式
は
一
貫
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
は
「
宿
老
中
」
「
宿
老
衆
中
」
と
い
う
表
現
が
、

義
鑑
代
、
義
鎮
代
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
承
ら
れ
る
が
、
義
統
代

に
は
承
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
称
呼
は
女
書
面
に
は
次

の
ご
と
く
に
記
さ
れ
て
い
る
。

目
就
高
良
山
座
主
良
胤
佗
言
之
儀
、
加
此
以
連
署
如
此
候
間
、
（
中
略
）

、
、
、

上
意
之
趣
承
宿
老
中
へ
可
令
申
候
、
恐
々
謹
一
一
一
一
戸
、
（
傍
点
筆
者
）

卯
月
什
一
日

（
臼
杵
）
鑑
続
判

（
雄
城
）
袷
景
判

（
斉
藤
）
長
実
判
（
４
）

こ
の
場
合
署
名
者
は
ま
さ
し
く
「
宿
老
中
」
で
あ
り
、
前
掲
橋

本
操
六
氏
論
考
中
の
「
大
友
氏
奉
行
人
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
天
文

七
・
八
（
一
五
三
八
’
九
）
年
の
文
書
と
比
定
で
き
る
。
つ
ま
り

義
鑑
代
で
あ
る
。

義
鎮
代
に
お
い
て
は
、

、
、
、
、

㈱
御
札
、
令
拝
見
候
、
就
肥
前
国
之
儀
、
（
中
略
）
委
曲
、
宿
老
衆
中
、

可
被
申
入
旨
、
可
得
御
意
侯
、
恐
を
謹
言
、
（
傍
点
筆
者
）

（
天
文
什
三
年
）
八
月
十
六
日

謹
上
五
郎
殿

左
衛
門
佐
晴
光
在
判
（
５
）
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と
あ
り
や
室
町
幕
府
の
聞
次
職
大
館
左
衛
門
佐
晴
光
よ
り
大
友

、
、
、
、

義
鎮
宛
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
右
文
書
中
に
あ
る
宿
老
衆
中
は

志
賀
親
守
・
雄
城
治
景
・
田
北
鑑
生
・
吉
岡
長
増
・
臼
杵
鑑
続
を

さ
し
て
い
る
。
（
６
）

以
上
の
考
察
か
ら
、
義
鑑
・
義
鎮
・
義
統
の
差
出
し
た
文
書
で

は
（
前
記
㈹
②
い
）
、
い
づ
れ
も
「
年
寄
共
」
と
称
し
、
㈲
・
㈱

の
ご
と
く
、
宿
老
本
人
と
か
、
幕
府
側
の
者
が
文
書
発
行
の
立
場

に
あ
る
場
合
は
「
宿
老
」
ま
た
は
、
「
宿
老
衆
」
と
い
う
称
呼
を

用
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
得
た
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
年
寄
（
以
下

こ
の
称
呼
を
用
い
る
）
は
大
友
氏
の
も
と
で
い
か
な
る
職
能
・
職

権
を
も
ち
、
い
か
な
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

註
仙
室
原
文
書
一
九
「
熊
本
県
史
料
」
中
世
編
第
一
、
七
四
九
頁
。

②
北
里
文
書
三
、
前
掲
同
書
、
四
九
八
頁
。

③
北
里
文
書
十
五
、
前
掲
同
書
、
五
○
五
頁
。

四
田
北
学
氏
編
『
続
編
年
大
友
史
料
』
八
、
三
一
八
号
史
料
、
一
四
七
頁
。

⑤
同
氏
編
『
大
友
史
料
」
第
壱
孵
、
一
一
三
号
史
料

⑥
前
掲
同
書
、
二
四
号
史
料

｜一一

室
町
幕
府
と
の
関
係
を
承
る
と
、
天
女
一
一
十
三
（
一
五
五
四
）

年
に
、
志
賀
親
守
・
雄
城
治
景
・
田
北
鑑
生
・
吉
岡
長
増
。
臼
杵

鑑
続
な
ど
の
年
寄
が
、
幕
府
の
聞
次
職
大
館
晴
光
を
通
じ
て
足
利

大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
芥
川
）

義
輝
に
大
友
五
郎
（
義
鎮
）
の
肥
前
国
守
護
職
補
任
状
と
、
大
館

晴
光
よ
り
大
友
五
郎
宛
副
状
、
同
書
状
、
さ
ら
に
大
館
晴
光
よ
り

年
寄
連
名
宛
の
書
状
が
送
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
の
場
合
、
大
友
五
郎
↓
年
寄
↓
大
館
晴
光
（
幕
府
申

次
職
）
↓
足
利
義
輝
と
い
う
幕
府
と
の
手
続
に
こ
れ
ら
年
寄
は
関

係
し
、
さ
ら
に
義
鎮
が
、
召
名
五
郎
を
新
太
郎
と
改
め
る
時
に

は
、
義
鎮
↓
年
寄
↓
使
僧
勝
光
寺
光
秀
↓
大
館
晴
光
と
い
う
ル
ー

ト
に
お
い
て
関
係
し
て
い
る
（
１
）
。
こ
れ
ら
二
つ
の
ル
ー
ト
が
幕

府
と
の
関
係
で
は
常
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
て
大

友
氏
支
配
下
に
あ
っ
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『
当
家
年
中
行
事
作
法
日
記
』
（
２
）
に
見
え
る
所
で
は
、

正
月
朔
日
の
対
面
に
つ
い
て
、
。
、
対
面
次
第
之
事
。
一
番

年
寄
衆
。
一
一
二
親
類
衆
。
三
二
志
賀
、
太
刀
、
目
録
に
し
て
参
也
。

（
中
略
）
其
後
田
村
、
其
後
聞
次
衆
、
叉
宿
老
子
供
、
近
辺
無
余

儀
衆
参
也
。
（
以
下
略
上
と
対
面
の
順
序
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
二
番
年
寄
衆
」
「
宿
老
子
供
」
と
あ
る
の
は
、
年

寄
衆
Ⅱ
宿
老
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
年
寄
は
、
正
月
朔
日
の
対
面
の
序
列
が
第
一
審
で
あ
る

こ
と
は
右
に
ふ
れ
た
ご
と
く
で
あ
る
が
、
正
月
以
外
に
お
い
て
も

「
宗
鱗
御
代
始
迄
〈
、
毎
月
朔
日
十
五
日
一
一
、
宿
老
へ
対
面
候
ッ
。

朔
日
に
〈
、
さ
た
い
の
つ
ぼ
い
り
に
て
御
酒
也
。
是
に
箸
を
は
う

ち
ふ
申
候
。
此
さ
上
い
、
佐
賀
の
関
よ
り
、
い
つ
も
参
候
」
と
あ

四
七
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と
あ
り
、
傍
点
の
部
分
は
正
し
く
集
住
の
不
徹
底
を
示
し
て
い

る
。
な
お
義
鎮
よ
り
、
「
年
寄
中
」
と
い
う
宛
書
き
の
文
書
は
管

法
政
史
学
第
一
五
号

る
ご
と
く
、
毎
月
一
日
十
五
日
の
対
面
が
あ
り
、
ま
た
「
猪
、
鹿

共
一
一
猟
之
時
〈
、
宿
老
、
聞
次
、
近
辺
之
衆
へ
、
皆
々
拝
領
ざ
せ

候
・
」
（
３
）
等
ミ
諸
儀
礼
、
諸
行
事
に
は
ほ
と
ん
ど
関
係
し
て
い

る
。こ
れ
は
至
極
当
然
な
事
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、

こ
れ
ら
宿
老
（
年
寄
）
と
称
さ
れ
る
直
臣
団
の
最
高
ク
ラ
ス
の
人

々
は
、
大
友
氏
居
城
ま
た
は
城
下
に
常
住
し
て
い
た
の
か
、
つ
ま

り
兵
農
分
離
の
先
駆
的
形
態
で
あ
る
所
の
家
臣
団
集
住
が
み
ら
れ

た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ふ
る
と
ぎ
、
毎
月
一
日
十
五
日
に
対
面

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
重
臣
団
の
城
下
集
住
が
不
徹
底
で
あ
っ

た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
定
例
の
対
面
以

外
に
用
件
の
生
じ
た
場
合
に
は
、

豊
前
・
筑
前
寺
社
諸
侍
中
就
訴
訟
二
、
堪
忍
之
由
承
候
、
各
御
存
知
、

為
可
糺
邪
正
之
、
至
両
国
差
遣
検
使
侯
之
条
、
彼
衆
帰
国
之
時
可
申
談

（
宜
力
）

（
マ
、
）

侯
、
先
以
今
度
忠
貞
之
仕
者
、
当
知
行
分
之
事
、
無
相
違
令
領
知
申
事
、

お
も
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

於
在
ミ
者
、
雑
務
之
刑
、
可
出
頭
之
由
、
申
聞
肝
要
侯
、
恐
灸
護
一
一
口
、

（
力
）

十
月
十
三
日

義
鎮
御
判

年
寄
中
（
４
）

兄
の
及
ん
だ
範
囲
で
は
こ
の
文
書
の
み
で
あ
る
。
一
方
天
正
十
四

（
一
五
八
六
）
年
六
月
の
文
書
に
よ
れ
ば
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

従
義
統
、
至
愚
老
、
判
之
儀
、
被
申
付
侯
、
雌
掛
酌
候
、
可
遂
其
節
、

覚
悟
候
之
処
、
為
御
祝
儀
、
織
物
蕗
、
贈
給
候
、
御
丁
寧
之
至
、
祝

着
侯
、
猶
、
自
レ
是
、
重
畳
、
可
申
述
侯
、
恐
を
謹
言
、

（
天
正
十
四
年
）
六
日
什
八
日

宗
滴
（
宗
麟
）
在
判

魚
返
伊
豆
入
道
殿
（
５
）

と
あ
り
、
宗
麟
が
そ
の
子
義
統
よ
り
判
之
儀
を
申
付
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
天
正
十
四
年
と
い
う
年
は
大
友
氏
に
と
っ
て

は
危
機
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
そ
の
年
の
三
月
に
は
、
宗
麟
は
上
洛
し
て
、
秀
吉
に

島
津
方
の
動
静
を
知
ら
せ
、
秀
吉
の
援
け
を
請
う
て
お
り
、
秀
吉

の
九
州
征
伐
の
誘
因
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
危
機
は
、
天
正

六
つ
五
七
八
）
年
十
一
月
の
、
日
向
耳
川
に
お
け
る
島
津
方
と
の

対
戦
に
敗
れ
て
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
頃
よ
り
義

統
の
無
能
ぶ
り
に
対
し
て
、
重
臣
団
よ
り
義
統
を
諌
め
る
連
署
状

な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。
こ
の
よ
う
な
状
勢
か
ら
重
臣
団
は

「
島
津
氏
の
侵
攻
に
備
え
て
、
何
れ
も
己
が
居
城
に
在
り
、
義
統

の
側
近
に
あ
ら
ず
、
重
要
文
書
の
加
判
に
、
其
人
無
く
、
宗
隣
を

し
て
、
此
の
任
に
当
ら
し
め
し
も
の
」
（
７
）
と
考
え
ら
れ
る
。

か
か
る
事
件
に
つ
い
て
は
「
当
家
筆
法
之
抄
条
々
」
の
中
で
、

「
加
判
被
仰
付
侯
事
、
当
時
加
判
衆
、
無
人
数
之
条
、
乍
御
辛
労
、

四
八
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各
被
申
談
、
如
前
々
、
執
沙
汰
肝
要
候
（
以
下
略
と
（
８
）
と
あ
る

よ
う
に
い
ふ
じ
く
も
「
当
時
加
判
衆
、
無
人
数
之
条
」
と
は
っ
き

り
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
例
と
し
て
は
次
の
文
書
が
見
ら
れ

る
。

当
時
加
判
無
人
数
之
条
、
乍
御
辛
労
各
被
申
談
、
如
前
を
取
沙
汰
肝
要

侯
、
恐
を
謹
言
、

十
二
月
九
日

義
統

田
原
常
陸
入
道
殿
（
親
宏
入
道
宗
亀
）
（
９
）

こ
れ
は
田
原
親
宏
の
子
親
貫
が
、
天
正
八
二
五
八
○
）
年
に

減
さ
れ
、
そ
の
遺
跡
に
義
鎮
の
二
男
新
九
郎
親
家
が
入
り
、
田
原

氏
が
惣
領
大
友
氏
の
統
轄
下
に
入
っ
た
頃
の
も
の
で
あ
り
、
天
正

八
年
後
数
年
の
間
の
も
の
と
比
定
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
す
く
な
く
と
も
天
正
六
二
五
七

八
）
年
以
降
重
臣
団
の
城
下
集
住
は
極
め
て
不
徹
底
と
い
う
よ
り

も
、
ほ
と
ん
ど
加
判
な
ど
の
執
務
は
順
調
に
行
な
わ
れ
な
か
っ
た

状
態
に
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
か
か
る
状
態
は
大
友
氏
の
場

合
、
周
辺
勢
力
と
の
関
係
か
ら
恒
常
的
に
不
安
定
な
も
の
で
あ

り
、
ま
さ
に
戦
国
期
的
様
相
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
う
ゑ
て
く
る
と
、
橋
本
操
六
氏
の
論
考
（
、
）
で
、
「
天
正
中
に

活
躍
し
て
い
る
人
は
、
朽
網
宗
歴
・
志
賀
道
輝
。
木
付
宗
虎
・
－

万
田
宗
慶
等
が
あ
る
が
、
高
橋
統
増
・
立
花
統
虎
等
多
く
の
連
署

人
の
現
わ
れ
る
場
合
は
そ
の
例
を
一
、
二
見
る
に
過
ぎ
な
い
。
斯

大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
芥
川
）

様
な
連
署
人
の
変
遷
は
大
友
氏
の
衰
退
期
を
物
語
る
一
資
料
と
ふ

ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
さ
ら
に

具
体
性
を
も
っ
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
「
連

署
人
の
増
減
は
、
そ
の
対
象
者
の
身
分
の
高
低
、
内
容
の
重
要
性

の
高
低
、
重
ね
て
命
左
奉
ず
る
場
合
、
知
行
宛
行
に
関
す
る
も

の
、
単
な
る
感
状
に
お
わ
る
も
の
な
ど
に
よ
っ
て
差
異
を
生
じ
て

い
る
」
ａ
）
と
と
も
に
、
前
述
し
た
ご
と
き
、
極
め
て
不
安
定
な
直

臣
団
把
握
の
状
勢
の
影
響
も
一
要
因
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註
仙
田
北
学
氏
編
「
大
友
史
料
』
第
壱
鱗
、
二
一
号
よ
り
二
四
号
史

料
。

②
右
同
氏
編
「
統
大
友
史
料
』
五
、
一
七
一
頁
以
降
。

⑧
同
右
一
九
二
頁

⑨
宇
佐
元
重
実
文
書
一
五
。
『
大
分
県
史
料
』
八
、
二
六
九
頁
。

．
⑤
囚
北
学
氏
編
「
大
友
史
料
』
第
弐
輯
、
三
六
号
史
料

㈹
田
北
学
氏
編
「
続
大
友
史
料
』
三
、
一
○
一
一
一
一
号
文
書
の
註

花
見
朔
己
著
「
綜
合
日
本
史
大
系
㈹
安
土
桃
山
時
代
史
』
四
四
六
’

九
頁
。

拙
稿
「
豊
後
大
友
氏
研
究
覚
書
Ｉ
大
友
義
統
を
諫
む
る
連
署
状
案
の

分
析
ｌ
」
研
究
と
評
論
第
二
号
、
法
政
大
学
第
二
高
校
発
行
。

、
田
北
学
氏
編
『
大
友
史
料
』
第
弐
輯
、
二
五
九
頁
、
編
者
註

⑧
右
同
氏
編
「
続
大
友
史
料
』
五
、
四
九
頁
。

⑨
西
国
東
小
田
原
文
書
三
。
『
大
分
県
史
料
』
一
○
、
一
六
頁
。

⑩
⑪
同
氏
前
掲
論
文
。

四
九
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四

つ
ぎ
に
重
臣
団
で
あ
る
年
寄
た
ち
の
職
能
の
一
端
を
見
て
ふ
よ

う
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
年
寄
た
ち
は
、
「
方
分
」
と
称
し
、
方
面
別

（
地
域
別
）
事
務
分
担
が
な
さ
れ
て
お
り
（
１
）
、
「
当
家
筆
法
之
抄

条
汽
」
に
よ
れ
ば
、
「
宿
老
へ
方
分
被
仰
付
侯
事
、
何
ノ
郡
、
聞

次
之
事
、
如
前
ミ
堅
固
一
一
、
取
沙
汰
肝
要
候
、
為
御
存
知
候
、

恐
く
何
ノ
何
か
し
殿
」
（
２
）
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

直
接
的
に
「
方
分
」
と
は
い
え
な
い
が
、
広
義
の
方
分
、
つ
ま

り
「
職
務
分
担
」
が
存
し
た
こ
と
は
う
か
が
い
し
る
こ
と
が
で
き

る
。
次
の
文
書
は
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
義
鎮
）

五
郎
祝
儀
之
事
、
一
色
左
京
太
夫
義
漬
，
甲
談
候
之
条
、
為
惣
奉
行
、
臼

（
鑑
統
）

杵
安
一
房
守
差
上
候
間
、
被
罷
上
、
海
上
警
固
等
之
儀
、
別
而
預
馳
走
候

祝
着
候
、
今
度
辛
労
儀
、
追
而
一
段
可
賀
申
侯
、
恐
々
謹
言
、

六
月
十
一
日

義
鑑

岐
部
杢
助
殿
（
３
）

五
郎
祝
儀
之
事
、
（
同
文
に
つ
き
中
略
）
祝
着
侯
、
今
度
取
分
被
添
心
辛

労
之
儀
、
追
而
一
段
可
賀
申
之
旨
、
猶
年
寄
共
可
申
侯
、
恐
友
謹
言
、

六
月
十
一
日

義
鑑

岐
部
能
登
守
殿
（
４
）

法
政
史
学
第
一
五
号

こ
の
二
女
書
に
出
て
く
る
臼
杵
安
房
守
鑑
続
は
、
橋
本
操
六
氏

論
文
で
い
う
所
の
奉
行
人
で
あ
り
、
天
文
年
間
よ
り
弘
治
初
年
の

間
に
わ
た
っ
て
加
判
・
連
署
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
れ
ら

奉
行
人
、
つ
ま
り
年
寄
は
恩
賞
に
つ
い
て
加
判
・
連
署
す
る
と
共

に
五
郎
（
義
鎮
）
の
祝
着
に
つ
い
て
は
、
惣
奉
行
と
し
て
上
洛
す

る
こ
と
が
あ
っ
た
。

ま
た
一
方
、
同
じ
岐
部
能
登
守
宛
文
書
の
中
に
、

薪
之
事
申
候
之
処
、
済
々
給
侯
、
祝
着
侯
、
猶
雄
城
若
狭
守
可
申
侯
、

。
恐
々
謹
言
、

十
二
月
廿
五
日

義
鑑

岐
部
能
登
守
殿
（
５
）

と
あ
り
、
こ
こ
に
ふ
ら
れ
る
雄
城
若
狹
守
（
治
景
）
も
、
臼
杵
鑑

続
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
年
寄
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
物
資
調

達
に
対
す
る
礼
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
年
寄
の
役
柄
で
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
、

地
鉄
之
事
申
侯
之
処
、
早
女
給
侯
、
令
悦
喜
侯
、
委
細
塩
手
兵
部
少
輔

可
申
侯
、
恐
を
謹
言
、

卯
月
二
日

義
鑑

岐
部
能
登
守
殿
（
６
）

と
あ
る
よ
う
に
、
右
文
書
に
み
ら
れ
る
塩
手
兵
部
少
輔
は
、
田
北

氏
の
分
家
で
、
大
分
県
直
入
郡
旧
田
北
村
の
士
（
７
）
で
あ
り
、
年

五
○
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寄
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
「
方
分
」
に
つ
い
て
は
ま
だ
考
察

の
余
地
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
橋
本
操
六
氏
の
論
文
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
加
判
・
連
署
者
の
人
数
が
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の

よ
う
な
年
寄
の
役
柄
が
極
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
た
こ
と
と
、
前
項

に
ふ
た
事
情
と
か
ら
き
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
奥
野
高
広
氏
が
、
『
戦
国
大
名
』
で
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
、

「
加
判
衆
六
人
は
、
年
寄
の
系
列
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
（
８
）
と

、
、
、
、

さ
れ
て
い
る
芦
」
と
に
矛
盾
は
な
い
が
、
宗
鱗
以
後
は
最
大
六
人
で

あ
っ
て
、
現
実
に
は
そ
の
人
数
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
の
が
実
情

で
あ
っ
た
。

か
か
る
実
情
は
、
先
に
も
考
察
し
た
ご
と
く
、
相
次
ぐ
軍
事
行

動
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
年
寄
は
軍
事
活
動
に
重
点
が
お
か
れ
、
兎

角
行
政
面
か
ら
力
を
抜
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

と
く
に
天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
以
降
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
が

顕
著
で
あ
り
、
文
書
発
行
形
式
・
手
続
の
乱
れ
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
て
い
る
（
９
）
。

註
仙
田
北
学
氏
編
『
統
大
友
史
料
』
四
、
一
三
二
○
号
史
料
の
編
者
註
。

②
同
氏
編
『
続
大
友
史
料
」
五
、
五
○
頁
。

③
東
国
東
肢
部
文
書
三
七
、
『
大
分
県
史
料
』
一
○
、
一
七
六
頁
・

凹
同
右
文
書
三
八
、

大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
芥
川
）

以
上
大
友
関
係
の
主
要
な
文
書
の
連
署
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て

く
る
年
寄
等
に
つ
い
て
、
城
下
集
住
の
度
合
、
そ
の
職
能
な
ど
に

つ
い
て
ゑ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
橋
本
操
六
氏
の
論
考
に
お
い
て

「
奉
行
人
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
大
友
氏
関
係
の

研
究
が
発
展
し
て
ゆ
く
現
段
階
に
お
い
て
は
極
力
史
実
に
立
脚
し

た
名
辞
を
用
い
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
、
管
見
に
入
っ
た
範
囲
で

奉
行
職
に
つ
い
て
メ
モ
的
に
列
挙
し
て
ふ
よ
う
。

社
奉
行
天
文
十
九
Ｃ
五
五
○
）
年
で
は
、
円
北
鑑
生
、
一
万
田

弾
正
忠
、
臼
杵
鑑
続
、
吉
岡
長
増
、
小
原
（
鑑
元
）
力
、
が
見
ら

れ
、
一
万
田
以
外
は
年
寄
で
あ
る
（
１
）
。
永
禄
六
（
一
五
六
三
）

年
に
は
、
奈
多
鑑
基
の
名
が
見
え
る
（
２
）
。

寺
家
奉
行
（
３
）

造
営
奉
行
（
４
）

作
事
奉
行
（
５
）

⑤
同
右
文
書
三
一
、
一
七
一
一
一
頁
。

⑥
同
右
文
書
四
四
一
七
九
頁
。

、
田
北
学
氏
編
「
大
友
史
料
』
第
弐
胸
一
二
九
頁
編
者
註
。

⑧
同
氏
箸
「
戦
国
大
名
』
九
四
・
五
頁
、
昭
一
一
一
五
・
十
二
聴
書
房
発
行
・

佃
田
北
学
氏
編
「
続
大
友
史
料
』
四
、
一
一
一
四
一
一
号
史
料
、
一
一
一
一
二
一
一
一

号
史
料
編
者
註
。

五

五
一
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法
政
史
学
第
一
五
号

肥
後
国
奉
行
志
賀
安
房
守
親
安
の
名
が
見
え
る
（
６
）
。

玖
珠
郡
關
所
奉
行
（
７
）

椀
飯
奉
行
（
８
）
下
郡
一
上
総
介
・
同
備
後
守
・
疋
田
越
前
守
・
志
村

越
後
寺
・
葛
城
山
城
守
の
名
が
見
え
る
が
年
寄
で
は
な
い
。

酒
奉
行
（
９
）
秋
岡
兵
部
少
輔
・
得
丸
尾
張
守
・
薬
師
寺
伊
豆
守
の

名
が
見
え
る
が
年
寄
で
は
な
い
。

太
刀
奉
行
、
）

判
紙
奉
行
五
）
吉
良
越
中
入
道
・
野
上
伯
耆
入
道
・
石
城
大
蔵
入

道
、
野
上
越
中
入
道
の
名
が
見
え
る
が
年
寄
で
は
な
い
。

猪
鹿
奉
行
田
北
内
蔵
助
・
臼
杵
掃
部
・
小
原
若
狭
守
・
風
早
椛

介
・
薬
師
寺
備
後
守
・
板
井
左
京
入
道
・
小
原
加
賀
入
道
が

「
狩
ぎ
ゃ
う
し
」
（
行
事
か
筆
者
注
）
と
し
て
ふ
え
る
が
、
勿
論
年

寄
で
は
た
い
冠
）
。

狩
奉
行
臼
杵
掃
部
肋
・
寒
田
紀
伊
入
道
の
名
が
見
え
る
。
「
能

々
狩
に
心
得
た
る
衆
な
ら
て
く
不
申
付
候
。
よ
の
公
役
に
か
く

リ
、
筋
目
分
限
不
入
候
」
（
ご
と
お
る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
年
寄

で
は
な
い
。

以
上
列
挙
す
る
に
と
ど
ま
る
が
、
椀
飯
奉
行
以
下
と
、
そ
れ
以

前
の
奉
行
の
間
に
は
、
行
政
面
と
行
事
面
の
相
違
が
み
ら
れ
、
後

者
の
中
に
は
、
狩
奉
行
の
よ
う
な
特
技
に
よ
る
任
命
が
承
ら
れ
る

。
し
か
し
全
般
を
通
じ
て
は
、
年
寄
の
一
部
か
、
そ
の
一
族
。
庶

流
の
出
自
と
ふ
ら
れ
る
人
物
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
し
か
し
年
寄
Ⅱ
奉
行
人
と
は
い
い
得
ず
、
橋
本
操
六
氏
の
論

考
中
の
「
奉
行
人
」
は
、
「
加
判
職
」
か
「
加
判
衆
」
と
す
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

註
仙
宇
佐
永
弘
文
書
二
一
一
五
○
、
「
大
分
県
史
料
』
六
、
二
○
一
一
頁
。

②
同
右
文
二
三
九
二
、
同
書
六
、
二
八
六
頁
。

⑧
田
北
学
氏
編
「
続
大
友
史
料
』
五
、
一
七
五
頁
。

⑨
右
同
氏
同
書
二
、
五
五
九
号
史
料
。

⑤
大
野
久
保
文
書
二
六
、
「
大
分
県
史
料
』
一
一
一
一
、
一
七
九
頁
。

⑥
西
安
寺
文
書
三
、
『
熊
本
県
史
料
』
中
世
編
第
一
、
一
九
一
一
一
頁
。

、
田
北
学
氏
編
『
続
編
年
大
友
史
料
』
七
、
一
○
号
史
料
。
玖
珠
野
上

文
書
一
○
、
『
大
分
県
史
料
』
一
三
、
二
九
○
頁
。

⑧
田
北
学
氏
編
「
続
大
友
史
料
』
五
、
一
七
五
頁
。

⑨
右
同
氏
編
同
書
、
同
頁
。

⑩
、
⑪
、
同
右
、
一
九
七
頁
。

㈹
、
⑬
、
同
右
一
八
九
’
一
九
○
頁
。

一〈

以
上
先
学
諸
氏
の
業
績
、
な
か
で
も
橋
本
操
六
氏
の
労
作
を
中

心
点
に
し
て
考
察
を
進
め
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

１
三
人
型
・
五
人
型
等
、
連
署
・
加
判
し
て
い
る
人
数
の
相
違

と
か
、
同
紋
衆
。
下
り
衆
・
国
衆
な
ど
の
構
成
の
変
化
は
、
戦

国
期
大
友
氏
の
権
力
構
造
が
、
極
め
て
不
安
定
な
事
実
が
端
的

に
現
わ
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五

二
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２
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
事
実
は
、
直
臣
団
の
中
で
最
高
の
位

置
を
占
め
る
年
寄
を
、
徹
底
し
て
集
住
せ
し
む
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
主
要
原
因
と
し
て
は
、
軍
事
的
に
領
国
・
分

国
の
周
辺
勢
力
の
動
揺
に
起
因
す
る
こ
と
大
で
あ
り
、
常
に
軍

事
行
動
が
先
行
す
る
と
い
う
時
点
に
大
友
氏
が
お
か
れ
て
い
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

３
な
お
今
後
の
研
究
上
、
橋
本
操
六
氏
の
研
究
対
象
と
な
っ
た

「
奉
行
人
」
に
つ
い
て
は
、
統
治
者
た
る
義
鑑
・
義
鎮
・
義
統

に
は
一
貫
し
て
ふ
ら
れ
る
「
年
寄
」
ま
た
は
「
年
寄
衆
」
の
名

辞
が
あ
る
が
、
具
体
的
行
動
・
事
実
に
よ
っ
て
「
加
判
衆
」
の

名
辞
を
用
い
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
と
、
こ
の
三
点
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
附
言
す
れ
ば
、
形
式
面
で

は
さ
な
が
ら
整
然
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
重
臣
団
の
組
織

も
、
そ
の
実
態
は
極
め
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事

自
体
戦
国
期
の
特
質
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
注
意
す
べ
き
は
近
世
大
名
が
こ
の
よ
う
な
動
揺
期
を
超

克
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
先
駆
的
役
割
と

萠
芽
期
に
相
当
す
る
戦
国
大
名
家
臣
団
考
察
の
意
義
は
極
め
て
深

い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
こ
の
小
論
が
い
さ
さ
か
貢
献
す

る
所
あ
ら
ぱ
幸
い
こ
れ
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。

（
一
九
六
一
一
・
七
・
二
九
稿
）

（
法
政
大
学
第
二
高
等
学
校
勤
務
）

大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
芥
川
）

７６５ ４３２ １

法
政
大
学
史
学
会
第
四
回
大
会

期
日
昭
和
三
十
七
年
十
月
六
日
（
士
）

時
間
午
後
二
時
よ
り
午
後
六
時
半
ま
で

会
場
法
政
大
学
五
四
一
番
教
室
（
五
十
五
年
館
四
階
）
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北
関
東
に
お
け
る
封
建
的
土
地
所
有
成
立
過
程

ｌ
所
謂
辺
境
「
在
家
」
の
進
化
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
村
川
幸
三
郎

辺
境
政
権
と
し
て
の
奥
州
藤
原
氏

石
塚
栄

明
治
十
年
代
国
立
銀
行
に
お
け
る
為
替
前
貸
業
務
新
井
撲
博

東
海
道
に
お
け
る
庶
民
交
通
の
一
断
面

ｌ
相
州
真
楽
寺
文
書
よ
り
見
た
場
合
Ｉ
宇
佐
美
ミ
サ
子

久
津
見
蕨
村
と
無
政
府
主
義

那
須
良
郎

江
戸
近
郊
農
村
の
一
形
態

黒
崎
菊
江

関
東
に
お
け
る
初
期
幕
領
支
配
に
つ
い
て

ｌ
伊
奈
備
前
守
忠
次
を
中
心
に
ｌ

村
上
直
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